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 要 旨   

 

目的：飲酒が腎機能に与える臨床的影響の性別による違いは、まだ解明されていない。本研究で

は、性別によって層別化したアルコール摂取量とタンパク尿および慢性腎臓病（CKD）の発症率

との関連を評価することを目的とした。 

方法：後ろ向きコホート研究で，日本における 2010年 1月から 2015年 3月の定期健康診断で腎

機能が正常[推定糸球体濾過量(eGFR)60 mL/min/1.73 m2 以上]であった労働者 26,788 名（男性

19,702 名，女性 7,086 名）を対象とした。主要な曝露因子はアルコール摂取であり、主要アウト

カムは、タンパク尿（定性試験（dipstick）によるタンパク尿≧1）の発生と、CKD（60mL/min/1.73m2

未満、ベースラインから 25％減少）発生とした。 

結果：観察期間中央値 4年（四分位範囲：2-6）において、男性 1,993人（10.1％）、女性 462人

（6.5％）が蛋白尿を発症し、男性 667人（3.4％）、女性 255人（3.6％）が低 CKDを発症して

いた。Cox比例ハザードモデルを用いて臨床的関連因子を調整した結果、女性における 40g/日以

上のアルコール摂取は、蛋白尿（ハザード比、1.57；95％信頼区間:1.10-2.26）および CKD（ハ

ザード比、1.62；95％信頼区間:1.04-2.53）発生と関連することが示された。しかし、男性では

アルコール摂取と主要アウトカムとの間に有意な関連は認められなかった。 

結論：女性において、毎日の大量のアルコール摂取は、タンパク尿および eGFR 低下の発生率と

有意に関連していた。女性では腎機能障害例で大量のアルコール摂取者が多い可能性がある。 

 

 


